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お知らせ
　

平
成
23
年
度
高
島
市
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

《
初
級
一
般
事
務
職　

５
人
程
度
》

　

・
学
歴　

不
問

　

・
年
齢　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

《
消
防
職　

４
人
程
度
》

　

・
学
歴　

不
問

　

・
年
齢　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

　

・
資
格　

職
務
遂
行
に
耐
え
う
る
体

力
が
な
い
方
（
滋
賀
県
消

防
学
校
の
訓
練
に
耐
え
ら

れ
な
い
方
）
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

 《
保
健
師　

若
干
名
》

　

・
年
齢　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

　

・
資
格　

保
健
師
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
方

（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方
を

含
む
。）

《
保
育
士　

若
干
名
》

　

・
年
齢　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

　

・
資
格　

保
育
士
の
登
録
を
し
た
方

（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
登
録
見
込
み
の
方
を

含
む
。）

○
第
１
次
試
験

　

・
期
日　

９
月
18
日
（
日
）

　

・
会
場　

安
曇
川
公
民
館
（
安
曇
川

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　

・
方
法

　
《
初
級
一
般
事
務
職
お
よ
び
消
防
職
》

　
　

・
教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

　
《
保
健
師
》

　
　

・
教
養
試
験
（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）

　
　

・
専
門
試
験　

　
《
保
育
士
》

　
　

・
教
養
試
験
（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）

　
　

・
専
門
試
験

※
第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
第
２

次
試
験
を
10
月
下
旬
に
行
い
ま
す
。

※
最
終
合
格
者
発
表
は
11
月
上
旬
の
予

定
で
す
。

○
受
付

　

・
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜
23
日（
火
）

　

・
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

・
場
所　

市
役
所
職
員
課

　

h
職
員
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
５

　

遊
休
農
地
等
の
実
態
把
握
と
発
生
防

止
・
解
消
対
策
、
農
地
の
違
反
転
用
発

生
防
止
対
策
と
し
て
、
８
月
か
ら
11
月

ま
で
県
下
統
一
の
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

月
間
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

高
島
市
で
は
、
農
業
委
員
会
と
農
業

再
生
協
議
会
が
連
携
し
て
、
市
内
全
体

の
農
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
農
地
の
状

況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
を
所
有
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、

農
地
の
適
正
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

h
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

f（
２
５
）８
５
１
３

　

高
島
交
通
安
全
協
会
と
高
島
警
察
署

で
は
、「
優
良
運
転
者
表
彰
」
の
自
主

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
申

告
で
き
る
方
は
、
市
内
在
住
の
同
協
会

会
員
で
、
過
去
に
優
良
運
転
者
表
彰
歴

の
な
い
永
年
無
事
故
・
無
違
反
者
の
方

で
す
。（
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

　

申
告
は
、
同
警
察
署
に
置
い
て
あ

る
「
優
良
運
転
者
表
彰
申
告
書
」
に
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る

「
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
」を
添
え
て
、

９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
交
通
安
全

協
会
事
務
局
（
高
島
警
察
署
内
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
」
の
申
請
を
高
島
交
通

安
全
協
会
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
申
請
手
数
料
６
３
０
円
が
必
要

で
す
。）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

h
高
島
交
通
安
全
協
会

　
　

f（
２
２
）１
８
９
３

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
2
7
 

1
万
7
、2
6
1
円
の
募
金
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
財
団
法
人
滋
賀
県
緑

化
推
進
会
に
よ
り
、
苗
木
の
配
付
な
ど

地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

　　

h
高
島
市
緑
化
推
進
委
員
会

　
　
　

(

森
林
水
産
課
内)

　
　

f（
２
５
）８
５
１
２

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
所
得
税
の
軽
減
や
免
除
、
法

人
税
の
繰
戻
し
還
付
な
ど
の
各
種
の
特

例
の
ほ
か
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
今
津
税
務
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

h
今
津
税
務
署

　
　

f（
２
２
）２
５
６
１

　

竹
生
島
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
高
島
市
在
住
の
方
を
対
象
に
、

竹
生
島
ク
ル
ー
ズ
を
夏
休
み
特
別
料
金

で
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
期　

間

　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で

　

※
８
月
１
日
・
４
日
・
８
日
・
11
日

　
　

の
14
時
20
分
発
便
は
除
く

▼
往
復
料
金
（
今
津
〜
竹
生
島
）

　

大
人　

１
、６
０
０
円

　

小
人　　
８
０
０
円

　
（
通
常
料
金
）　

大
人
２
、９
２
０
円

　
　
　
　
　
　
　

小
人
１
、５
６
０
円

▼
横
断
料
金（
今
津
〜
竹
生
島
〜
長
浜
）

　

大
人　

１
、７
０
０
円

　

小
人　　
８
５
０
円

　
（
通
常
料
金
）　

大
人
３
、１
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　

小
人
１
、６
８
０
円

※
料
金
は
拝
観
料
込
み
の
金
額

　

時
間
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

h
琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館

　

h
琵
琶
湖
汽
船
今
津
営
業
所

　
　

f（
２
２
）１
７
４
７

高
島
市
職
員
採
用
試
験

優
良
運
転
者
表
彰
の

自
己
申
告
、
受
付
中
！

８
月
〜
11
月
は

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

竹
生
島
ク
ル
ー
ズ
料
金
割
引

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

国
税
の
特
例

湖西線を利用して、
利便性向上の後押しを！市長の手帳

　ＪＲ西日本が６月17日に、
湖西線の近江舞子駅から北小松
駅間の高架部分に、約１．３キ
ロの防風柵増設工事を行うこと
を発表しました。９月に着工し
平成24年２月に完成する予定
です。

　湖西線は、比良山脈から吹き
おろす風速25ｍを超える強風
の影響で、堅田駅以北の区間に
おいて、運転を見合わせること
がたびたびあります。強風によ
る運転見合わせは、通勤・通学
されている皆さんをはじめ、旅
行や用事でお出かけの方々に、
大変不便をきたしております。
堅田－近江塩津間において、昨
年１年間で運転見合わせをした
回数は12回、その影響人数は

約1万100人でした。今回の
防風柵増設工事により運転見
合わせ回数は２回、影響人数は
2,700人程度まで減少すると
見込まれております。
　一方、駅ホームへのエレベー
ター設置につきましては、平成
24年春の公立高島総合病院の
新築開業に合わせ、近江高島駅
に設置していただくこととなっ
ております。
　今後も、市民の皆さまの生活
がより便利になるよう、増便や
近江舞子駅止まりの電車の延長
等を、ＪＲ西日本に対して要望
してまいります。

　要望活動をしていて感じます
ことは、市民の皆さまと二人三
脚でないといけないというこ

とです。市民の皆さまの生活に
とって、湖西線がなくてはなら
ないものであるということを訴
えるのは『乗降客数』です。「本
数が少なくて不便だから利用し
ない。よく止まるから・・・」
との声もございますが、通勤、
通学、お出かけには、ぜひとも
湖西線をご利用いただき、利便
性向上のための後押しをよろし
くお願いいたします。




